
芦屋市環境処理センター

　　　　　　３Ｒってなに？　　　　３Ｒってなに？

　　　　　Reuse  ：リユースReuse  ：リユース

　　　　　Recycle：リサイクル　　　Recycle：リサイクル

「もの」は地球の「資源
しげん

」でできています。

「もの」を大量に作れば，地球の「資源
しげん

」は減っていきます。

また，いらなくなったり，使えなくなった「もの」は燃
も

やされ，灰
はい

になりますが，

灰
はい

を埋
う

め立てる場所も不足しています。地球にやさしい社会をつくるために，

みなさんが出来ることを一緒
いっしょ

に考えてみましょう。

　　　　③ 資源
しげん

として再利用
さいりよう

すること

　　　　　　　Reduce：リデュース

芦屋市環境処理センター
平成３０年４月作成

　　　　① ごみをなるべく出さない

　　　　② 繰
く

り返し使うこと



集団回収
しゅうだんかいしゅう

芦屋市環境処理
かんきょうしょり

センター 3,737t

　　ごみが出る　　

有料または無料で
市民の方にゆずる

家具と自転車は

修理
しゅうり

する 　34,663t

燃
も

やすごみ ごみピットに入れる

27,526t

紙類 缶
かん

ビン ペットボトル

小型家電 鉄類

金属とそれ以外
に分ける

リサイクルできないもの
1,396t

細かくする
アルミ缶

かん

とスチール

缶
かん

に分ける

無色・茶色・その他
の色で分ける

つぶしてまとめる
焼却炉
しょうきゃくろ

に入れ，燃
も

やす

                    　         28,922t

灰
はい

になる

・段ボール箱 ・金 ・鋼材
こうざい

アルミ缶
かん

・ビン ・衣類 4,851t

・トイレットペーパー ・銀 ・建築資材
しざい

・アルミ缶
かん

・道路舗装材
どうろほそうざい

・卵パックなどのプラスチック

・ボール紙 ・レアメタル ・アルミさっし ・タイル，ブロック ・カーペット トラックで尼崎基地
あまがさききち

へ運
はこ

ぶ

・新聞紙 スチール缶
かん

・雑誌
ざっし

・スチール缶
かん

船で神戸沖
こうべおき

へ埋
う

め立てる

・鋼材
こうざい

　　　　　　　　　※数値
すうち
は平成28年度の実績

じっせき

リサイクル工場へ　2,004t

混
ま

ざりものを取り除
のぞ

き，きれいなものと，

汚
きたな

いものに分ける

その他燃
も

やさないごみ

燃
も

やさないごみ

3,400t 30,926t

ごみの重さを量
はか

る



平成28年度実績
じっせき

項目
こうもく

平成28年度実績
じっせき

燃
も

やすごみ 27,526t 最終処分量
しょぶんりょう 4,851t

燃
も

やさないごみ 3,400t 資源
しげん

化量 5,741t

計 30,926t

3,737t

34,663t

96,191人

987g/人・日

廃棄物運搬用
はいきぶつうんぱんよう

パイプライン施設
しせつ

ごみを減
へ

らすための３Rが進められています。

●芦屋市の現状
げんじょう

項
こう

目

資源
しげん

ごみ集団回収
しゅうだんかいしゅう

合計（ごみ排出量
はいしゅつりょう

）

人口（平成28年10月時点）

1人1日当たりのごみ排出量
はいしゅつりょう

環境処理
かんきょうしょり

センターに

搬入
はんにゅう

されるごみ

　1960年代以降
いこう

，日本では高度経済
けいざい

成長にともない，大量にものを生産
せいさん

・消費
しょうひ

するようになり，ごみは急速に増
ふ

えました。

また急速な工業化のため，公害がおき，たくさんの健康被害
ひがい

をもたらしました。

 1980年代以降
いこう

は，バブル景気により，ますます生産や消費
しょうひ

が活発
かっぱつ

になり，ごみ量が増
　ふ

え続け，灰
はい

を埋
う

め立てる

最終処分場
しょぶんしょう

の利用
りよう

可能
かのう

年数
ねんすう

が減
へ

りました。

　これらのことから，公害問題など生活環境
かんきょう

の保全
ほぜん

に取り組むようになり，ダイオキシン類などの有害物質対策
ゆうがいぶっしつたいさく

や

●ごみ処理
しょり

の歴史　　　　　　　　　（大八車）

　近代化前後のごみ処理
しょり

は，主にごみを出す本人が行っていました。そのため，しばしば空き地等にごみが捨
す

てられ，

不衛生
ふえいせい

な状態
じょうたい

になり，様々な伝染病
でんせんびょう

が流行しました。そこで，街全体を清潔
せいけつ

に保
たも

つことが重視
じゅうし

されるようになりました。

　芦屋市でも，大正時代に都市化が進み，ごみ処理
しょり

が重大な問題となり，大正15年頃には大八車
だいはちぐるま

でのごみ収集
しゅう

が

始められ，野焼きなど方法で処理
しょり

を始めました。

●芦屋市環境処理
かんきょうしょり

センターの概要
がいよう

圧縮板式塵芥
じんかい

車(2ﾄﾝ) ：2台
リフト車(2ﾄﾝ) ：3台

軽自動車(ﾀﾞﾝﾌﾟ) ：1台

軽自動車(連絡
れんらく

車) ：2台

　芦屋浜及び南芦屋浜地域（一部除く）で直径50ｃｍの輸送
ゆそう

管　（地

下埋設
まいせつ

）で空気流により燃
も

やすごみの一部を収集・運搬
しゅうしゅう・うんぱん

している。

全連続燃焼式焼却炉
ねんしょうしきしょうきゃくろ

115t/24h×2基

供用
きょうよう

開始：平成8年3月（4代目）

処理
しょり

形式：ストーカ炉
ろ

缶圧縮設備
かんあっしゅくせつび

10t/8h

切断設備
せつだんせつび

　－

破砕設備
はさいせつび

（燃
も

やさない）　5～8t/h

ペットボトル減容施設
げんようしせつ

300kg/h

収集・運搬
しゅうしゅう・うんぱん

　ごみをより衛生的
えいせいてき

・効率的に収集
しゅうしゅう

するため，ごみ収集
しゅうしゅう

車両及び廃棄物運搬用
はいきぶつうんぱんよう

パイプラ

イン施設
しせつ

での収集
しゅうしゅう

をしている。

（リサイクル率：16.56％）

区分

車両収集
しゅうしゅう

燃
も

やすごみ

燃
も

やさないごみ

ごみ焼却施設
しょうきゃくしせつ

資源化施設
しげんかしせつ

中
間
処
理
し
ょ
り

施設
しせつ

・設備概要
せつびがいよう

回転板式塵芥
じんかい

車(2ﾄﾝ) ：9台


